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み
の
り
の
秋
も
深
ま
り
報
恩
講
の
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
報
恩
講
は
浄
土
真
宗
門

徒
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
行
事
で
す
。

宗
祖
親
鸞
聖
人
が
今
か
ら
七
六
一
年
前
、

弘
長
二
（
一
二
六
二
）
年
十
一
月
二
十
八

日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
日
を

今
日
の
暦
に
換
算
す
る
と
一
月
十
六
日
に

な
り
ま
す
。
京
都
の
本
願
寺
で
は
一
月
九

日
か
ら
十
六
日
ま
で
、
宗
祖
の
ご
恩
に
感

謝
す
る
「
ご
正
忌
報
恩
講
」
が
勤
ま
り
ま

す
。
浄
土
真
宗
の
各
寺
院
や
門
徒
は
、
一

月
は
本
山

に
お
参
り

す

る

の

で
、
そ
れ

以

前

に

「
お
取
り

越
し
」
と

い
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ

に
報
恩
講

を
お
つ
と
め
致
し
ま
す
。

善
永
寺
で
は
下
記
に
よ
り
「
報
恩
講
」
を

お
勤
め
い
た
し
ま
す
。

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

五
類
に
な
り
、
従
来
の
報
恩
講
法
要
に
も
ど

し
て
実
施
致
し
ま
す
。

十
一
時
よ
り
お
斎
（
会
食
）
、
十
二
時
よ

り
法
要
法
話
を
お
勤
め
致
し
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
様
で
ご
参
拝
い
た
だ
き
、
宗
祖
親

鸞
聖
人
の
お
徳
を
共
に
偲
び
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
報
恩
講
の
「
報
恩
」
と
は
恩
に
報

い
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
が
日
々
生
き
て
い

く
た
め
に
は
親
の
恩
や
師
の
恩
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
恩
が
あ
り
ま
す
。
報
恩
講
の
報
恩
と

は
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
恩
に
限
ら
ず
、
親
鸞
聖

人
の
師
で
あ
る
法
然
上
人
、
私
た
ち
を
い
つ

も
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
阿
弥
陀
如
来
の
恩
も

も
ち
ろ
ん
含
ま
れ
ま
す
。
念
仏
の
教
え
に
今

報
恩
講
法
要

ま
さ
に
遇
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
の

報
恩
講
法
要
を
お
勤
め
し
ま
し
ょ
う
。

○
報
恩
講
法
要

十
一
月
二
十
三
日(

木)

本
堂
に
て

午
前
十
二
時
よ
り

報
恩
講
法
要

奉
讃
大
師
作
法

御
俗
姓
拝
読

ひ
き
つ
づ
き
法
話

寶
専
寺
住
職

遠
山
泰
範
師

二
十
一
日
（
火
）
午
前
十
時

幼
稚
園
児
報
恩
講

二
十
六
日
（
日
）
午
後
四
時

ス
カ
ウ
ト
報
恩
講

○
二
十
三
日
午
前
七
時
の
晨
朝
法
要
は
正

信
偈
行
譜
で
す
。

○
受
付
は
ロ
ビ
ー
内
で
行
い
ま
す
。
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報
恩
講
に
つ
い
て
（
解
説
）

報
恩
講
の
お
こ
り

浄
土
真
宗
の
報
恩
講
の
は
じ
ま
り
は
、
親

鸞
聖
人
が
往
生
さ
れ
て
か
ら
、
師
法
然
上
人

の
ご
命
日
に
「
二
十
五
日
の
お
念
仏
」
を
お

つ
と
め
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
「
毎
月
二
十

八
日
」
と
、
親
鸞
聖
人
の
命
日
に
改
め
ら
れ

た
念
仏
の
集
会
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。第

三
代
覚
如
上
人
は
、
永
仁
二
年
（
一
二

九
四
）
の
冬
、
親
鸞
聖
人
の
三
十
三
回
忌
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
報
恩
謝
徳
の
た
め
に

『
報
恩
講
式
』
を
作
ら
れ
、
こ
れ
以
来
、
親

鸞
聖
人
の
ご
命
日
に
お
つ
と
め
す
る
法
要
を

「
報
恩
講
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
翌
年
、
聖
人
御
一
代
を
絵
巻
形
式

の
絵
図
と
詞
書
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
「
善
信
聖

人
絵
」
（
親
鸞
伝
絵
）
を
作
ら
れ
、
現
代
も

こ
れ
が
基
礎
と
な
っ
て
、
御
絵
伝
は
余
間
に
、

ま
た
「
御
伝
鈔
」
を
拝
読
す
る
の
が
報
恩
講

の
な
ら
わ
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

御
伝
鈔
と
御
絵
伝

覚
如
上
人
が
作
ら
れ
た
「
善
信
聖
人
絵
」

は
、
詞
書
の
文
章
と
絵
と
を
交
互
に
配
し
た

絵
巻
形
式
の
伝
記
で
す
が
、
そ
の
後
、
増
補

改
訂
さ
れ
て
題
名
も
「
本
願
寺
聖
人
親
鸞
伝

絵
」
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
聖
人
の
ご
生

涯
を
多
く
の
ご
門
徒
の
方
が
拝
見
で
き
る
よ

う
に
と
、
絵
巻
の
文
章
と
絵
を
別
々
に
分
け
、

今
の
御
伝
鈔
と
御
絵
伝
と
呼
ば
れ
て
い
る
形

式
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
よ
り
聖
人
の
ご
一

生
の
物
語
が
報
恩
講
に
拝
読
さ
れ
、
ま
た
余

間
に
御
絵
伝
を
お
掛
け
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

御
伝
鈔
は
上
下
二
巻
か
ら
な
り
、
御
絵
伝

は
四
幅
本
が
用
い
ら
れ
、
画
面
の
下
か
ら
上

へ
、
ま
た
右
か
ら
左
へ
と
拝
見
す
る
の
が
順

序
と
な
っ
て
い
ま
す
。

善
永
寺
の
「
御
絵
伝
」
は
元
文
五
年
（
一

七
四
〇
）
本
願
寺
よ
り
下
賜
さ
れ
た
も
の
で

す
。

築
地
本
願
寺
の
報
恩
講

築
地
本
願
寺
で
は
十
一
月
十
一
日
か
ら
十

六
日
ま
で
報
恩
講
法
要
が
お
勤
め
さ
れ
ま

す
。
こ
ち
ら
へ
も
お
参
り
下
さ
い
。
十
四
日

の
午
後
の
法
要
に
は
副
住
職
も
出
勤
し
ま

す
。

ご
本
山
の
報
恩
講

ご
正
忌
報
恩
講
と
呼
ば
れ
、
一
月
九
日
か

ら
十
六
日
ま
で
京
都
本
願
寺(

西
本
願
寺)

で

お
つ
と
め
に
な
り
ま
す
。

○
初
御
座
・
門
信
徒
新
年
会

来
年
も
感
染
予
防
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

◎
善
永
講
に
つ
い
て

善
永
寺
で
は
ご
縁
の
あ
る
方
皆
様
に
毎
年

善
永
講
会
費(

年
間
護
持
会
費)

と
し
て
、
一

口
二
千
円
、
三
口
以
上
を
お
納
め
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
納
入
の
時
期
は
行
事
の
時
や
お

参
り
に
来
ら
れ
た
と
き
な
ど
い
つ
で
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
ま
た
振
り
込
み
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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